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コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
大
な
り
小

な
り
生
活
ス
タ
イ
ル
の
変
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
こ
と

と
思
わ
れ
ま
す
。
今
ま
で
は
気
に
も
留
め
な
か
っ
た
些
細
な

こ
と
で
も
「
あ
り
が
た
か
っ
た
」
と
、
感
じ
る
機
会
を
い
た

だ
い
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　
「
諸
行
無
常
」
　
解
っ
て
い
て
も
普
段
は
気
に
も
留
め
な

い
絶
対
真
理
の
ひ
と
つ
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
改
め
て

気
づ
か
さ
れ
ま
す
。
こ
の
世
界
は
留
ま
る
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
。
良
い
こ
と
も
悪
い
こ
と
も
、
流
れ
、
動
き
、
常
に
変

わ
り
続
け
て
お
り
ま
す
。
そ
の
諸
行
無
常
の
世
だ
か
ら
こ
そ
、

我
々
は
変
わ
ら
な
い
も
の
に
安
ら
ぎ
を
求
め
愛
し
さ
を
感
じ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　
こ
の
た
び
勤
修
い
た
し
ま
す
「
永
代
経
法
要
」
と
は
ま
さ

し
く
諸
行
無
常
の
世
界
に
住
む
我
々
が
、
心
に
平
穏
を
頂
い

て
い
く
法
要
で
す
。
不
変
の
教
え
で
あ
る
「
南
無
阿
弥
陀

仏
」
の
お
念
仏
を
代
々
変
わ
る
こ
と
な
く
受
け
継
い
で
い
く

中
に
こ
そ
「
安
ら
ぎ
」
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

永
代
に
渡
っ
て
こ
の
「
安
ら
ぎ
」
が
相
続
さ
れ
て
い
き
ま
す

よ
う
に
と
い
う
願
い
を
込
め
て
、
住
職
一
同
誠
心
誠
意
お
勤

め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
夏
に
引
き
続
き
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
行

政
指
針
の
も
と
「
三
密
防
止
・
滞
留
防
止
・
マ
ス
ク
着
用
・

検
温
・
消
毒
」
の
徹
底
を
心
掛
け
、
お
檀
家
さ
ん
が
安
心
し

て
お
参
り
に
来
れ
る
よ
う
に
万
全
の
体
制
の
も
と
お
勤
め
に

励
み
た
い
と
法
務
員
一
同
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
秋
は
例
年
と
は
違
う
形
の
お
勤
め
と
な
り
ま
す
が
、
是

非
足
を
お
運
び
頂
き
お
参
り
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

永代経法要の
ご案内

西栄寺 住職  山田  博泰

　
「
今
年
の
夏
は
暑
か
っ
た
」
と
毎
年
言
っ
て
い
る
よ
う
な

気
が
す
る
が
、
今
年
は
本
当
に
本
当
に
暑
か
っ
た
！ 

連
日
連

夜
続
い
た
熱
帯
夜
も
落
ち
着
き
、
今
は
清
々
し
い
秋
空
を
見

上
げ
な
が
ら
良
い
句
が
浮
か
ば
な
い
か
と
考
え
る
。

　
今
年
を
振
り
返
れ
ば
一
に
も
二
に
も
コ
ロ
ナ
の
こ
と
に
尽

き
る
一
年
で
あ
っ
た
。
そ
の
感
染
力
の
高
さ
に
よ
り
、
三
密

禁
止
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
な
ど
の
対
策
を
取
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
多
く
の
方
が
精
神
的
に
も
参
っ
て

き
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
仏
様
の
ご
縁
の
元
、
多
く
の
人
が
集
い
、
心
と
心
の
交
わ

り
を
深
め
る
こ
と
で
、
人
と
の
関
り
や
ご
縁
を
大
事
に
大
事

に
し
て
き
た
我
々
宗
教
者
に
と
っ
て
も
「
死
ね
！
」
と
言
わ

ん
が
如
く
の
こ
の
騒
動
。
そ
れ
で
も
そ
の
中
に
少
し
で
も
心

職の住住住
ごあいさつ
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を
感
じ
取
ろ
う
と
、
大
嫌
い
な
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
法
事
法

要
な
ど
新
た
な
試
み
に
も
積
極
的
に
邁
進
し
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
こ
の
冬
に
は
第
三
波
の
可
能
性
も
あ
る
と

の
事
で
、
な
か
な
か
気
が
休
ま
ら
な
い
の
が
現
状
で
あ
ろ

う
。
そ
れ
で
も
世
界
中
の
人
々
が
ま
さ
に
今
、
そ
の
渦
中
に

居
な
が
ら
で
も
生
き
行
く
術
を
見
つ
け
よ
う
と
果
敢
に
模
索

し
な
が
ら
逞
し
く
前
進
し
て
い
る
。
我
が
寺
に
お
い
て
は
寺

内
の
換
気
や
消
毒
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
に
気
を
配

り
、
ま
た
先
に
述
べ
た
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
法
事

を
取
り
入
れ
た
り
と
、
思
い
つ
く
こ
と
は
可
能
な
限
り
実
践

し
て
い
る
。

　
こ
の
騒
動
は
一
体
い
つ
収
束
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
？ 

そ
も

そ
も
収
束
す
る
の
か
？ 

そ
れ
す
ら
誰
も
わ
か
ら
な
い
状
況
の

中
、
コ
ロ
ナ
と
共
存
と
い
う
考
え
方
も
あ
る
と
き
く
。
そ
の

う
ち
に
ワ
ク
チ
ン
も
出
来
て
く
る
で
あ
ろ
う
が
、
た
か
が
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
延
長
！ 

こ
れ
を
良
い
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
自

分
を
見
つ
め
な
お
し
、
教
訓
と
し
て
ひ
と
つ
ひ
と
つ
積
み
重

ね
て
生
き
て
い
く
術
を
見
つ
け
て
い
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

　
　
我
が
寺
に
も
コ
ロ
ナ
の
魔
の
手
が
ひ
た
ひ
た
と
押
し
寄

せ
て
く
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
心
し
て
迎
え
撃
っ
て
い
き
た
い

も
の
で
あ
る
。
手
洗
い
!! 

消
毒
!! 

こ
れ
を
守
り
日
々
精
進
し

て
い
け
ば
こ
れ
に
勝
る
も
の
は
な
し
！

■ 奉書紙の廃止
→ 三密防止策として、人の渋滞を緩和
　 するため奉書紙を廃止し申込用紙を
　 奉書の代わりとして読み上げます。

■ 焼香はいらした順番に
→ お名前を読み上げての焼香では
　 なく、来た人から順番に焼香を
　 していただきます。

今回も、コロナウイルス感染拡大を抑えるための行政指導に準じて
実施いたします。引き続きご協力ください!  （大阪本坊・堺支坊共通）

① 受　付 
事前申し込みの方は控えを見せる
・ 当日の方は申込用紙に記入する 本堂を出て粗供養を受け取る

③ 退　室
受付後、そのまま会館を通って、
靴のまま本堂へ入り、焼香する

② 焼　香

皆様にはご不便をおかけいたしますが、何卒ご協力よろしくお願いいたします。

予防対策の
お願い マスク着用 手指消毒 距離をあける

当日の流れ ※ お名前は申込まれた方全員を順不同で法要中にお読み上げいたしております。 
　 従来のようにお名前が呼ばれるまで待っていただくことはできません。

毎年恒例、秋の法要と共に開催される西栄寺秋祭りですが、今年は新型コロナウイルスの拡大防止のため、
中止とさせていただきます。毎年楽しみにしておられた方には大変申し訳ございませんが、諸般の事情
ご察しくださいませ。来年こそは楽しい秋まつりを開催できますよう、お念じ申し上げます。

秋祭り中止のお知らせ
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無参詣法事のご案内 新型コロナウイルスの流行により、ご法事を営む事も出来ずお困りの方が
多数いらっしゃいました。西栄寺ではそういう皆様からのご要望を受け、
極力接触を排除した無参詣法事を新たに行っております。
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NEWS
ちょこっと

ニ ュ ー ス

西栄寺
● 無参詣法事をはじめて4カ月過ぎました

5月より告知してはじめてきた、DVDやyoutube
を活用した、無参詣法事ですが、9月上旬の時点
で、累計100件前後の無参詣法事をお勤めさせて
いただきました。このコロナ禍においても、大事
な方々のご法事を安心して行えるように、西栄寺
は伝統を守りながらも、時代や環境に即した仏事
を行ってまいります。

● 期待の新人、堺支坊に入寺！
まず始めに、新型コロナウイルスに
より罹患された皆様に心よりお見舞
い申し上げます。そして、医療現場に
おいてこのウイルスと戦っていらっ
しゃる全ての方にお礼を申し上げま
す。そして少しでも早い事態の収束
を念じております。
改めまして。この度ご縁があり、西栄寺堺支坊で僧侶として
勤めさせていただくことになりました、橘海斗と申します。
皆様と共にお念仏の道を歩んでいければと思っております。
宜しくお願い致します。

● 西栄寺のホームページがリニューアル!!
さらに見やすく、親しみやすい
デザインになっています。気軽
にアクセスしてくださいね。

https://saieiji.jp
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　 9 月初旬、台風10 号が通り過ぎていった朝にこの原稿に向かっ
ております。まずは被害に遭われた方々には心よりお見舞い申し上
げます。我々としても一昨年の台風21号の経験が思い出されますが、
九州の方々が今回お感じになられたであろう恐怖は如何ばかりで
あったかと心が痛みます。
　それにしても近年の自然災害には必ずといって良いほど「記録的」
とか「観測史上最大」とかの言葉がくっついているように思います。
特に大雨や台風の被害に関して言えば、その規模も頻度も昔とは比
べ物にならないほど悪化しているような印象です。もしかしたらこ
の原稿が皆様のお手元に届くまでの間にも更なる災害が起きている
かもしれません。そう思えるほどに、最近の気候は（夏の猛烈な暑
さも含めて）異常だと言わざるを得ません。
　異常気象の主な原因は地球温暖化にあると言われています。そし
てその地球温暖化の原因は大気中の二酸化炭素濃度の増加にあるそ
うです。ではなぜ大気中の二酸化炭素濃度が増加したのかというと、
主に石油や石炭、天然ガスなどの化石燃料をエネルギー源として使
用するようになったからだと考えられています。また森林面積の減
少も少なからず影響があるようです。
　仏教では結果には必ず原因があると考えます。逆に言うと原因が
無ければ結果もありません。つまり異常気象による被害を未然に防
ぐためには、まずなにより化石燃料の使用を止めることが重要です。
火力発電所は即刻停止し、ガソリンを動力とした自動車やバイクも
使用禁止にするしかありません。しかし、そうすると当然の帰結と
して、私たちは大規模な電力不足や、重大な食糧不足に悩まされる
ことになります。経済は大打撃を受け未曾有の大不況が訪れるで
しょう。今の生活に慣れ親しんだ私たちにはとても耐えられない惨
状となるはずです。
　化石燃料の使用は私たちにとって欠かせないものになっていま
す。もはや私たちの生活はそれ抜きに考えることが難しくなってい
ます。先の例は極論ですが、安全と快適さと効率を追い求める私た
ちの心が、結果的に地球規模での気候変動を引き起こしていると
言っても過言ではないのです。特定の誰か、ではなく私たち全員の
責任として地球環境の問題を考えていかなければなりません。

　話は変わりますが、仏教では３つの殺生を教えています。自殺、
他殺、随喜同業がそれです。ここで言う自殺とは自ら手を下して殺
めることを言います。他殺は他人に命じて殺させること。随喜同業
は他人が殺すのを見て喜ぶことです。この三つは全て殺生罪という
同じ罪なのです。直接手を下したかどうかは関係ありません。例え
ばお肉を食べたいと思い、また食べて美味しいと喜べばそれだけで
殺生罪という重い罪を背負わなくてはなりません。つまり私たちほ
ぼ全員が大罪人なのです。そんな殺生な、と思われる方もいらっしゃ
るかも知れませんが、直接手を下していなくても殺生を肯定した時
点で大変に罪が深いのです。
　しかし、綺麗にパック詰めされてスーパーに並ぶ食肉を購入する
だけの私たちには、罪の意識はほとんどありません。それと同様に
日常生活で化石燃料の恩恵をただ享受するだけの私たちは、まさか
自分に地球温暖化の責任があるとは、なかなか感じ取ることが出来
ません。それは人間の性質上、当然と言えば当然なのかもしれませ
んが、その一人一人の罪の意識の薄さこそが、ここまでの地球温暖
化を引き起こした本当の原因であると言えるのかもしれません。
　真宗では自分の罪深さを認識することが極めて重要とされます。
これと阿弥陀仏の大慈悲心を合わせて難しい言葉で「二種深信」と
言いますが、一連の異常気象にしても、その責任を痛感すること無
しに次の行動は出てこないのではないでしょうか。
　現在では、電気や水素で走る自動車の開発や、自然エネルギーに
よる発電技術の向上など、地球環境に配慮した新しい技術が次々と
生まれてきています。まだまだ私たちの膨大な需要に応えるまでに
は至っておりませんが、新しい波が起こっていることは確かです。
その上で私たち一人一人が、自分の責任と、それを受けて自分に出
来る事を考えていくことこそ重要なのではないでしょうか。
　エアコンのしっかり効いた部屋でそんな事を考えさせられまし
た。これを書き終えればバイクに乗ってお参りに行きますし、昨晩
も当たり前のようにお肉を頂きました。散々偉そうなことを書き連
ねましたが、まさに「お前が言うな！」状態の、そんな罪悪深重の
私なのです。しかし、だからこそ、そんな私を決して見捨てない阿
弥陀仏のお慈悲が、ますます有り難く感じられるのです。まずはそ
のことに感謝申し上げつつ、自分に出来る温暖化対策を模索してい
きたいと感じさせて頂きました。南無阿弥陀仏。南無阿弥陀仏。

博智のつぶやき

お線香からお仏壇、仏具まで様々な品を取り扱うと共に、仏事・納骨などの無料相談も
行っております。御葬儀や月のお参りの時、僧侶に尋ねられなかったことや、時間が
足りず出来なかったお話等、何なりとお聞かせください。

仏壇納骨 御葬儀 無料相談承ります

〒555-0012
大阪市西淀川区御幣島2-5-27 大阪泰心館1F

TEL.06-6476-4900
 FAX.06-6195-3033

Eメール ： taishinkan11t@gmail.com

インターネットが繋がる環境であれば世界中どこでも聴けます。
勿論スマホからでもOK !! エフエムギグのホームページを開き、
『お坊さんの生け行けラジオ』放送時間に再生ボタンを押してください!

インターネットラジオ

トモ＆タイシン＆ハクシン
『お坊さんの生け行けラジオ』

fmGIG夢かなリバーサイドステーション!

エフエムギグ

http://www.fm-gig.net/top.html
http://www.fm-gig.net/smf/

久遠泰心堂
の

3階は

仏教1％で
毎週金曜日 18時～18時半放送

fmGIG夢かなリバーサイドステーション!
宗旨・宗派問わず中立な立場でご案内致します。 
お気軽にご相談ください。

営業時間/
9:00～18:00
        （木曜定休）

どんなことでもお気軽にご相談いただける、サロンのようなお店です。
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今
年
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、
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秋
空
を
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上
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が
ら
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い
句
が
浮
か
ば
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か
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今
年
を
振
り
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れ
ば
一
に
も
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に
も
コ
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ナ
の
こ
と
に
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、
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方
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い
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う
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仏
様
の
ご
縁
の
元
、
多
く
の
人
が
集
い
、
心
と
心
の
交
わ

り
を
深
め
る
こ
と
で
、
人
と
の
関
り
や
ご
縁
を
大
事
に
大
事

に
し
て
き
た
我
々
宗
教
者
に
と
っ
て
も
「
死
ね
！
」
と
言
わ

ん
が
如
く
の
こ
の
騒
動
。
そ
れ
で
も
そ
の
中
に
少
し
で
も
心

第 3 回【予防介護という考え】

だれもが歳を重ねるにしたがい「思うようにからだが動かなくなった」「もの忘れがひどくなった」

「気力がなくなってきた」などの体調の衰えが気になります。もしそのまま何もせず見過ごしたまま

にしておくと、老化はますます進行し〝介護が必要な状態〟になってしまうかもしれません。

そうならないために大切なのが「予防介護」という考え方！！

予防介護では、ひとりひとりの健康状態にあわせた食事・運動・趣味・仕事などがほどよく行え

ているかどうかをを確認し、足らないところは補い、過度なところは控えるようにします。

このようなバランスのとれた暮らしをして、心身ともに健やかな高齢者を「アクティブシニア」と

呼んでいます。厚生労働省の予測によると、適切な健康知識に基づいたと予防介護を充実させれば

2030年時点の高齢者の8割は元気なアクティブシニアになっているとされています。

西栄寺の檀信徒のみなさまも、予防介護をこころがけて、いつまでも元気で若々しいアクティブシニア

を目指しましょう！！
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寺院経理部 
田中 文子

寺務員
迎居 雅人

堺支坊  院代
辻元      涼

堺支坊  副主任 
山中  勝栄

堺支坊  院代
北岡  剛史

堺支坊  院代 
藤澤  勇輔

◎ 堺支坊

大阪本坊  僧括
上田  健二

住職
山田  博泰

副住職
山田  貴仁

大阪本坊  副主任
福山  伸二

大阪本坊  院代 
池田  孝一

大阪本坊  院代 
野田  智仁

大阪本坊  院代 
貝田  仁司

大阪本坊  院代
鶴田  隆史

大阪本坊 院代
石山 直樹

堺支坊 院代
橘  海斗

大阪本坊  院代 
徳永  範男

大阪本坊  院代
木村  宥光

◎ 大阪本坊

西宮有馬支坊  僧括
吉田  敬一

西宮有馬支坊  院代 
松井  康博

◎西宮有馬支坊

東京別院  輪番
榎本  勝彦

◎東京別院

西成支坊  輪番
金田  　塁

◎西成支坊

堺支坊  主任
宮原  伸介

大阪本坊  院代
小田  慧信

大阪本坊  院代
渡部  実忍

整備士
有馬 孝浩

寺院経理部
金城 真弓

久遠泰心堂 店長
仲谷　奉子  

デイ・サ高住 課長 介護福祉士
出口 千生 

居宅訪問課 課長 ケアマネージャー 
岸下　和美  

ケアマネージャー
中村 裕子

◎お寺の介護 はいにこぽん

寺務員
榎本  幸子

東京別院  院代
土屋  和葉

東京別院  院代
鈴木  淨信

東京別院  院代
佐々木  崇文

大阪本坊
スタッフ
 他 5名

機能訓練員
加藤 雄二

訪問・サ責 事務
丁野 菊美

デイサービス  介護福祉士
永田 知美

企画営業主任  栄養士
平原 久美子

訪問・サ責 主任
木村 幸代

主任ケアマネージャー
野中 郁子

デイサービス  介護士
曽我部 維久子

サ高住 主任
星野 咲子  

デイサービス  柔道整体師
池内 新

介護事業部 主任
小野寺 意緒

事務長
藤本 美紀

デイサービス  介護福祉士
山田 有弥

デイサービス 主任 介護福祉士
廣本 しげ子

はいにこぽん
スタッフ
 他 35名

１周忌 令和 元年 １３回忌 平成 20年 ２７回忌 平成 6年 ４３回忌 昭和 53年

３回忌 平成 30年 １７回忌 平成 16年 ３３回忌 昭和 63年 ４７回忌 昭和 49年
７回忌 平成 26年 ２３回忌 平成 10年 ３７回忌 昭和 59年 ５０回忌 昭和 46年

ご法事はご命日の約３ヶ月前より承っております。但し、ご命日に法要を営まれる方を最優先しておりますので、
ご命日以外でのご法事をご希望の場合の予約時間は、こちらから指定させて頂く場合がございます。予めご了承ください。

令和２年
年回表

僧侶とスタッフのご紹介

泉大津市東助松町1-3-31-101泉大津布教所泉南市信達市場1405-2泉南布教所寝屋川市宇谷町3-3寝屋川布教所

大本山 大阪本坊 〒555-0012 大阪市西淀川区御幣島1-6-17
TEL.06-6473-9444　FAX.06-6473-4200 東 京 別 院 〒123-0865 東京都足立区新田3-1-9　

TEL.03-3912-9444　FAX.03-3912-5969

西 成 支 坊 〒557-0042 大阪市西成区岸里東1-1-4
TEL.06-6652-4772　FAX.06-6652-8050

勝 福 寺 〒555-0012 大阪市西淀川区御幣島1-6-17 西栄寺内 
TEL.06-6473-9444　FAX.06-6473-4200

西 栄 寺 別 院
北大阪泰心館

〒564-0033 吹田市東御旅町3-2
TEL.06-6105-9200　FAX.06-6105-9505

尼 崎 本 坊 〒660-0822 尼崎市杭瀬南新町3-2-24
 TEL.06-6482-0141　FAX.06-6473-4200

堺 支 坊 〒591-8023 堺市北区中百舌鳥町1-201-2
TEL.072-257-0443　FAX.072-257-0447

西宮有馬支坊 〒651-1422 西宮市山口町金仙寺1680-7
TEL.078-903-2088　FAX.078-903-2088

宗教
法人

西栄寺だより
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